
消防用ゴンドラ(高所消防活動装置)の開発について(第 3報)

一一 実 用機一一

Development of a Fire Protection Support Gondola (Series3) 

一一一 Forpractical use-一一
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概要

近旬、注物の高l同化、大規悦化に伴い、自!留|精で発生する火災写の災害も増加傾向にあり、これらに対

応する新しい消防資機材の開発が:~.f耳とされている。

消防用ゴンドラは、はしご車がj温かない高国建物の高周階で火災が発刊ーした場合や、はしご車が桜近ま

または架てい不能な中高!日程物:で、政州熱気等ωため建物内部からの消防活動が極めて阿難な場合に建物

のh!CからA十した 2本のワイヤーロープを伝って建物外壁画を対li年し、 ，'，-:，iJ斤外野自に消防活動拠点を設

定し救助作業や消防活動を効果的に行うことを目的として、 平成 2年度から開発を進めてきた ものであ る。

第 l 報では、試作した消防用ゴンドラの構造や安全装li"，~、及び基本性能把握実験の結果について、また

第 2 報では、界!\."!:失 iif~ U) ， ~:î j企化等の主苦ij尖備品の改良、及び開発結果について報告した。

本報では、試作機の検証結果に土cづき、課題及び実戦の用に供するトータ lレシス テムとしての評価を行っ

た結果を踏まえ、実用機を製作したので概要を報告する。

Bllildings elnd structllres in Tokyo are being bllilt higher above the ground. This trend makes fires 

in those bllildings and strllctures mllch more difficlllt to fight. 

As a fire protection sllpport eqllipment for high-rise bllildings where aerial ladders cannot be 

placed. a gondola has been developed since 1990. The gondola is slIspended by the two wire ropes on 

both sides and can ascend and descencl along the exterior wall of the building. 

The structures.日 fetydevices and basic performances of the test model ancl the improvements of 

the li ft devices and accessoI'ieト werereported in 1991 and 1992 respectively 

This report shows the outline己 ofthe practical model which was manufactured based on the 

evalllation ()f the te己tmodel. was assigned to a fire station ancl is now in service 

1 は じ め に

ii'ili)j川ゴン ドラに期待されることは、現有する

消防t'i機材では対比必l難な場所や状況下における

効果的な消防活動である。

したがって、迅速性、安全性、ぱc天性、信州性、

操作性、搬送性、収納'tt::手に傑れたものでなくて

はならなし〉。

そこで、 ;応用化に伴ってはゴンドラケージ(本

. ~;三研ヲt3i

体)の軒今日化、安全性の lí'J 卜、 jl-l匂i宝肢の j'.'~i主化、

及び!!~ 1-.支点、ワイヤーロープ巻取器、制御ケー

ア。ル等巻取器、制御盤守の情造検討等を行い、シ

ステムとしての較 ld化、並びに操作性の向上を

図った消防用ゴンドラ一式を製作した。

2 ゴンドラシステムの概要

(]) 消防用コンドラとは

消防用ゴンドラは、中 r~jJ""'l建物の品!??階で火

災等ω災'占が発生した際、底上に架設した支点

からワイヤーロープを地上に垂下し、そのワイ

ヤーロープを伝 って、 外~\'(l(lí イピ舛|海するもので、
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中高J凶えl!物の両所外壁面に泌il的所動拠点を設定

し、救助作業や消防活動を効果的に行うもので

ある。

(2) システム構成

ゴンドラシステムは|立11に示すように、 屋上

の支点を設定する自在フック・吊り込みフ ック、

ゴンドラ昇|続時の軌道 となるワイヤーロープ、

ゴンドラケージ、ケ ジにfl1;1返し昇|即時に駆似J

するワインダ一、ゴンドラの昇|海を制御する地

上制御盤、 制御皇室と一体となった制御ケープル

等巻取機、 動力源の発動発泡機、及びゴ ンドラ

システムを対象物付近まで搬送する搬送車

(オープン型コンテ ナ)で構成される。

(3) 諸元性能

表 1に示すとおりであ る。

(4) 実用機の特徴吋

ア ゴンドラ(ケージ) (写真 l参照)

伺 俄i;!i材を全てアルミ材とし、軽量化を1:.<1っ

た。

(イ) 建物前近に搬送するため、キャスタ ーを取

り付けた。キ ャスターは、凹凸のある路面を

主性・坊にf名曲のできるゴムタイヤ型とした。

(対刻!物I~で面側に取り付けた 6 個のロ ー ラ ー で、

建物壁IT.ii を(~らかにケl 降することができる。

位) 迎物1立山it!ilにスライド式の1.)11.を設け、連物

の問 LJ 部から ω l!~降が作坊に行える。

(オ) 照明灯、!!llU('j風速計、保話作及び回転防止

ノ〈ーは、ワンタツナ-cセッディ ングカfでbきる

杭造 とした。

写真 l ゴンドラケージ

台付ワイヤーロ-1 ペントハウス

¥ 
架設支点

ワイヤーロープ

，¥ラベット

ゴンドラ (ケージ ) 

中高層建物

発動発電機

地上制御盤

オ-1ン型コンテナ

-ーーーーーーーーーー

GL 
図 1 消防用ゴンドラシステム
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表 1 諸元性能

種類・型式 電動式デッキ型ゴンドラ{可搬式)
支

dEh Z 縦300mmX機300凹 XJ'，!10mm 4枚

寸 法 縦 × 横 × 幅 持 附属品 仮 縦200凹×横300mmX即10皿 2枚
ゴンドラ 約1.485mm 約2，200間約800m.

(ケージ)
lムcl 

艮 ヱf

自i.Ii. . 約300kgf(含む昇降電動機) ム 縦200凹×償300皿×厚10.. 10枚
仮

積厳重量 200kgf そ
ワイヤーロプ用巻

スタンド 61回

昇降速度 観低速ね、10高~2速0二m/段m切m換 の 取り器
ドラ ム 10個

5A0C/26000H/Z 220V 
他

昇降電動機 使用電力 30A 
<1>8皿 X60m 2本

(エンドレス 2個 装

ワイ ンダー) 盤 景 約55kgf 置 <l>8mmX80m 2本

昇降伽l動徴
メカニカルプレーキ、電磁プレー 等 ワイヤーロープ <1>10凹 X10m 2本
キ

水平維持矯正装置 <1>10凹 x20m 2本

過巻防止装置 <1>10凹 X30m 2本

下降速度制御l装償 ナイロンロープ <l>12mmX80m 4本

安 全 装 但 非常停止装ill 一式 主弘図書F2 一式

漏電防止装罰 カ y タ ー 一式

障害物感知装置 寸 法
全長 全編全両

1.390皿 X630胴 Xs5O凹

手動昇降量産恨 乾燥 盈 Jit 355kgf 

傷 程一 70m 原動機の型式 水冷 4サイクルデイーゼル

i司直 都‘ ー軒l交流200V 発動機の型式 2極界自主['1転型

傑 作 方 法 押釦像作 総排気 Jit 1，061011' 
発

通 装 国 インターホ ノ 一式 定各出力 12kVA (三樹)

収 ケープル
電源用 fU:源ケープル25m l本

動
H西 キ目 3.5kVAx 2 

納 巻取':fiI
制御用 電源・制御被合ケープル80m l本 発 出 周証主数 50HZ 

台

It: 
市l 御 盤 地上用

そ

l 基
電

三相出力'1噂圧 200V l台

自在フッ ク パラペ yト用 2倒 カ 三相出力電圧 34.6A 
の

機

他
吊込 み 7 ック パラペッ ト周 2倒 .ij1伺出力電圧 100V 

支

装 エァ ジ ローラ Jt上用 2個 単相出力itlEl 35A 

:n 持 ワンタッチ式ワイヤーク リyプ 4個 'ill庄調艶 自動電圧制御方式

等
エンドクリップ 6個 出力端干

~mtm タ ミナル
(11¥m) 7 ス付 2極コ ンセン ト

具
及びタ ー ミナル

付 liJi 品 シャツタノレピン 10倒 始動方式 セルフモ タ一式

カラピナ 10個 タンク容最 38.0 e 

チェンストリング(シャツクル付) 6伺 潤滑油 ~t 4.7e 
L一一一一一一一 」
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イ 昇降事!i同

〈ア) エンドレスワインダーとモーターから構成

し、有j，nが掛かった際のワイヤ←ロープの張

カを利用してエンドレスワインダーの中にあ

るべルクランク機機のメーンレバーを動かし、

ワイヤーロープをシープに押しつけて摩際カ

を発生させて{;;joFi:合支え、モ タ で作さ込

んだワイヤ ロープ告 l[i:卜して昇降する情辺

としている。

(イ) 手動界|経失目を内蔵している。

ウ操作

〈ア) 操作は、ゴンドラ(ケージ)上と I也~:の 2

系統でわえるようにした o

(イ) 地ヒの操作然は、搬送'1'1ーや考院し、キャプ

タイヤケープル収納台車|二に取付けた。

(ウ) ゴンドラ(ウージ)上の操作総は、ゴンド

ラ(ケージ)内での活動ω支|むとならなし吋立

置にコンパク卜にして取付けた。

エ 'dlさ 取り器

(ア) キャプタイヤケーブル(定源ケ ブル及び

'L(1iJjj(、制御複合ケーフツレ)用 (:'n'i2参照)

a 搬送性を J'5'uむし、キャプタイヤケ フ守ル収

納tiFf-に取り付けた。

b キャプタイヤケーブルの展張、収納を容易

』こf子うことができる。

付) ワイヤーロープ用 (写真 3 君主!~{)

a ワイヤ←ロープの展張、 l収納を容易に行う

ことができる。

b アルミ製で恥ld化が岡られている。

C 地上で使用する場合と、屋上に仮設した支

点、に取り付けて使用する場合等二通りの使用

方法が選択できる。

オ 屋上支点(自在フック、吊り込みフック、

エッジローラー) (写真4、 5、 6参照)

(ア) 自在フック及び吊り込みフックは、屋上の

パラペットの厚みに応じて挟み込み及び締付

同定ができる。

(イ) 自在フックは、 屋上から吊りワイヤーロー

プを垂下する場合、ワイヤーロープ用の巻取

り器をワンタッチで取付けて、容易にセツ

ティングができるよう省カ化が図られている。

(ウ) エッジローラーは、 屋上にパラペットがな

い場合、 屋上の角部に据置 して、ペントハウ

スに告さ付けた台付けワイヤーロープと組み

写真 2 地上制御盤、ケーブル巻き取り器

写真 3 ワイヤーロープケーブル巻き取り器

写真5 吊り込みフック
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合わせて簡易に使用できる。

カ 安全装置等

(対水平維持矯正装凶

ゴンドラ(ケージ)の{頃きをセンサー(パ

ランサー)が検知し、告IJ御淡町を介して昇|峰

電動機(エ ンドレスワインダーー)のドラムの

|円|転数を制御して、ゴンドラ(ケージ)を常

に水fに維持する。

付) 下降速度制御装町(ブレーキ)

昇降屯動機の中に組み込み、メカニカルプ

レーキをワインダーに、電磁ブレーキをモー

ターに取り付け、ゴンドラ(ケージ)を停止

したり、保持したり 、昇降速度を制御したり

する。

(ウ) 向精操作防止装1n

操作系統が、地上とゴンドラ (ケージ)側

の 2系統あることから、地上とゴンドラ(ケー

ジ)側で同時に操作出来ないように、ゴンド

ラ(ケージ)側に切り換えスイッチを装備し

た。

(エ) 非常停止決i円

ゴンドラ(ケージ)の操作回路に異常が発

生した時、非常十?止ボタン会押すことで、他

のiJilJ御回路に伐l係なく 停止の指令を優先して

買hrfi¥を遮断 し、ゴンドラ(ケージ)の動きを

停止す る。

(オ-) illi'lは防止装世

ゴンドラ(ケージ)や操作総に万一樹屯 し

た場合、 微小な'QU百Lの廷を検知して自動的に

f日新Lを遮断し、!-d五を防止する。

(カ) 附/i-物感知装讃

{!.?J)i枠にリミットスイッ チを取付けも上昇

中、目前山1上の附主主物を先行して感女11し、電源

を iill断してゴンドラ(ケージ)の~n力主を停止

する。

件) 過をl¥1j止決山

吊りワイヤ ロープの以 U;M部に取付け、

ゴンドラ(ケー ジ)の 上昇限界を E没:人とするも

ので、ゴンドラ(ケージ):こ取り{寸けたリミッ

トスイ ッチ と運仰jしてゴンドラ(ケー ジ) の

動きを停止する。

(ク) エンドクリップ(吊りワイヤ ロープ抜け

防止器具)

昇降屯動機の中を通った吊りワイヤーロー

(85) 

写真6 ヱッジローラー

プの端末に取り付けて、吊りワイヤーロープ

が'ft'降装ほから抜けるのを防止する。

作) ゴンドラ(ケージ)の壁面倒に取り付けら

れた スライド式の開を開扉中、昇降操作をし

てもゴンドラ(ケージ)は動かず、訴を閉め

てロックして初めて動く構造とした。

(コ) 吊りワイヤーロープ巻き取り擦を屋上に仮

設する支点と組み合わせて吊りワイヤーロー

プを芥'下する際、吊りワイヤーロープの急速

な承下を防止するため、巻き取り加μディス

クブレーキを!史的した。

(例操作盤に取 り付けた押釦スイッチは、誤作

動防止型とした。

(シ) ゴンドラ(ケージ)の両サイドに取り付け

た伸縮式JJ.I~lm型の回転防止パーは、略面上で

活動中のゴンド ラ(ケ ジ)の回転を防止す

る。

(ス)夜|品lの活動も考えられることから、ゴンド

ラ(ケージ)の床付近に灯火を取り付けたo

キ *11:同定式1:&水装ii"i

消防用ゴンドラ専用の放水装置て¥台艇部

分を辿物の窓枠咋に挟み込み放水する時の水

を導 き、その水圧を利用して水袋を膨らませ

聞記す るもので、 21型己主ノズル等を取付けて

使，EIJすることができる。

実用新案を申jfi中であ る。

ク その他

長さ の異なる附りワイヤーロープ 2稀矧

( 2 4， i組)、台付けワイヤーロー プコ 組矧

( 2本 l組)は、 支持只付J;.I¥品のワ ンタッチ

式ワイヤークリ ップ、エンドクリッ プ、 チェ

ンストリング、シャツクルピン、カラビナ等



と組み合わせることにより、応変な使用が可

能である。

3 運用に当つての基本的考え方

(1) 対象建物

ア 消防用ゴンドラを活用する建物の高さは、

地上30m(10階)までは、はしご車による活動

が期待できること、概ね70m(23階)以上の建

物については常設のゴンドラが活用できる こ

と等を考似し、!反則として30m(10階)以上70

m (23階)以「の建物とした。

イ 原則として築20年以内の高間建物とした。

ウ 昆ょにはノfラペッ ト、 ぺン 卜ノ、ゥ ス等、堅

牢な構造物があるlli物とした。

(2) 建物の被災状況

建物上部に支点の安全が確保されていて、次

の項に該当する建物とする。

ア 火勢織烈l等によって、玄関及びノ〈ルコニー

等の関口部から火災室等へ直接筒先配備や進

入が不能な場合、または救助作業等で、 当該

機材の活用が有効と判断された場合。

イ はしご車、空中作業車等が活用できない場

b 
Eコ。

(3) 消防署から現場への搬送手段

平成 4年度に製作された資材搬送車とした。

資材搬送車は大規模災者及び特殊災害に対し、

大量の消防活動機材を迅速かつ的確に搬送する

もので、災宮の用途に応じたコンテナを選択積

載して出場し、現場でコ ンテナごと地上に降ろ

す方式のものである。

消防用ゴンドラは一式は、 4積類あるコ ンテ

ナの内、オープン型コンテナに収納される。(写

真 7参照)

(4) 操作員の指定

労働安全衛生法第59条に基づき、ゴンドラ安

全規則第12条第 l項に定める特別教育を終了し

た者が操作する。

4.性能確認実験

(l) 実験目的

消防用ゴンドラの昇降性能等の確認や各都安

全装置等の機能検証を行い、実m機のトータル

的な性能を把握することを目的とした。

(2) 使用資探材

(86) 

写真7 オープン型コンテナ積載状況

ア 消防用ゴ ンドラ(実用機)一式

イ 水叩器

ウ インゴッ ト 200hgf 

エ ストップウォッチ

シチズ ン デジタ lレスト ップウォ ッチ

分解能 1/100秒、料i度99.997%

オ 油圧式張力計 (500kgf用)

博多計器開 Tension Meter 500kgf 

測定純閤 50~500hgf 

カばね秤 10、20、30kgf用

キ 消防科学研究所総合実験不 2tクレー ン

(3) 消防用ゴ ンドラの設定要領等

研究所庁舎屋上 (防災セ ンター教育訓練笠の

上)の南側パラペッ トに自在フック を取付け、

北側のパラ ペットに吊り込みフックを取付けて、

この聞に安全確保用の台付けワイヤーロープを

展張する。吊りワイヤーロープを庁舎南側の壁

面に垂らし、(4)に示す実験を順次行う。

(4) 実験項目

ア重量iftlJ定

肘 ゴンドラケージ (ウ インチを含む。)

十イ) 自在フ ック

(ウ) 吊り込みフ ック

lエ) エッジローラー

材) 巻取り器(ワイヤーロープ用)

(カ) 巻取り器(定泌!・制御ケーフ勺レ用)

イ 吊り元等の奨;常の確認

ケ) 自在フ ック

(イ) 吊り込みフ ック

(ウ) 台付けワイヤーロープ

i工) 吊りワイヤーロープ

ウ 界|寄速度の測定



エ ケージを傾けて昇降させたときの自動矯正

装置の矯正時間と矯正距離の測定

オ 荷重の偏りによる昇降状況の確認

カ 各種安全装置等の作動状況の確認

(ア) 自動傾斜矯正装置

(イ) 上限過巻防止装置

(ウ) 同時操作防止装置

い) 漏iむ遮断器

何一) 非常停止装置

(カ) 障害物感知装置

(キ) 回転防止パー

(ク) 手動昇降装置

キ 付帯装置等の作動状況の確認

開通話装置

(イ)電源取出口(交流100V

り) 風速計

ク 灯火類の作動状況の確認

ケ) 赤色智光灯

(イ)認識灯

同足元灯

件) 照明灯

(5) 実験方法

ア 重 拭 浪IJ定

2口)

油圧式張力計、及びばね秤を使用して各装

ij~l~o)重hl を測定する。

イ 吊り元等の異常の確認

ゴンドラを昇降可能な状態に準備した後、

ケージを地上10cm;ft!度上昇させ、負荷を加え

ても吊り元等に異常がないか確認する。

ウ 昇降速度の測定

開 ケージを積載物なしで 5m移動させたとき

の所要時聞をヒ昇と下|峰に分けて各 3回計測

する。

操作は、制御盤側で行うものとする。

(イ) ケージに200kgfの草地物を杭ili¥:して前アと

luJ様に行う。

エ ケージを傾けて昇|続させたときの自動矯正

装aiの矯1f時間と矯正距離の浪IJ定。

的 ケージを航if&物なしで 5度傾けて移動させ

たときに自動矯正装置による矯正時間及び矯

正距離を上昇と下|海に分けて各 3回測定する。

操作は、制御J~側で行うものとする。

(イ) ケー ジ1こ200kgfの魚匂:物を積載して前アと

同様に行う。

(8i) 

オ 荷重の偏りによる昇降状況の確認

ケージの片側に200kgfの重対物を積載して

5m移動したときの状況及び所要時間を上昇

と下降に分けて各 3回測定する。

カ 各種安全装t何等の作動状況の確認

ケージを昇降させて確認する。ただし、手

iJVJ昇降装置の作動状況の確認については、次

の要領で行う。

エンドレ スワインダーに内蔵されているメ

カニカルプレーキを左右とも解除して、左右

の手動ハンドルを同時に10回転したときの左

右の移動距離を.上昇、下|峰に分けて測定する。

確認は、屯源を切ってから行う。

キ 付帯主!i目等の作動状況の確認

ケージを昇降させて確認する。

ク 灯火類の作動状況の確認

ケージを昇降させて確認する。

(6) 実験結果

ア lli凶測定

表 2に示すとおりである。

表 2 重量測定結果

二ヲ十1t. 置 名

ゴンドラケー ジ (ウイ ンチ含む)
ー・..晶晶ーーーー-----・・ ・・ ・-----------ー..・.

ウインチ(単体)

自在フック

II~ り込みフ ック

エッ ジローラー

巻取り器(ワイヤーロープ用)

王立が (kgf) 

299.0 

55.5 

21.0 

11.0 

2.2 

11. 5 
同開 '・ ーーーー ーーー 晶圃圃 圃ー .司・ーーーー ーーーーーー..・..-------------

L口、 3.0 

柱 4.5 

ドラム 4.0 

地上制御鍛(ケープル含む) 400.0 

イ 吊り元等の異常の確認

自在フ ック 、吊り込みフ ック、台付けワイ

ヤーロープ、吊りワイヤーロープともに央常

はz認められなかっ た。

ウ 外降速度等

Iア7水、Fu'，:ii'tにおける昇降速度

表 3に示すとおりである。



(イ) ケー ジ傾斜 5度(右上げ)から水平[，il復ま

での矯正時間・矯正~rjl!1(t

(引 ケー ジ傾斜5度(左上げ)から水平回復ま

での矯正時間 ・矯正距離

尖 4にノj、す とおりである。 表 5に示すとおりである。

表3 水平位置における昇降速度

方 1(') {f.j 条 í~ 
5 m:fiill!Jn与の所要時tlil(5ec) 速度 (m/min)

備考
1 1"11オ 2四日 31口1目 、l' 均 l 岡目 2四日 31肩l目干f:.J

同ニz手 2G‘4 2 5. ~ 26.0 26.1 11.1 11.6 11.5 11.'1 
ijc 200kgf 均 :手 26.7 27.1 26.~ 26.9 11.2 Il.l II .2 11.2 

ーと i生 ~()Okg f .(j jJjll u，，1り 27.1 n.5 27.2 n.:l 11. 1 10.9 IIり Il.O ※l 

200kgf左 側偏 り 26.3 26.5 ~6.3 26.4 11.4 11.3 11.4 11.4 

:;~ 16.7 16.7 16.7 16.7 18.0 1!l.U IR.O 18.0 

!fI. '''J 200k巨f 均 守F 17.0 17.2 17.2 17.1 17.6 17.4 17.4 17 'i 

速 200kg-f 右側 佑iJり 17.7 17.H 17.2 17.6 16.9 16.9 17.4 17.0 

200kgf左 側 仏，'， り 16.tl li .1 17.1 17.0 17.9 17.5 17.5 17.6 

4ツ2U4 2:;.4 26.0 2').4 25.6 11.8 11.5 11.8 11.7 
(氏 200kg-f 均 ぬ、刈r 24.8 24.9 24.4 24.7 12.1 12.0 12.3 12.1 

一卜
速 200kgf ;{ j s!l1 Uii¥り 24.9 24.7 24.~ 24.~ 12.0 12.1 12.1 12.1 ※， 

200kg-f左側 u，，1り 2.1.6 24.6 24.7 24.6 12.2 12.2 12.1 12.2 

ツ二工U 16.7 16.9 16.2 16.6 18.0 17.8 18.5 Hl.l 

|滋 I"J 2001;gf 均 日'"f 15.7 1 5.~ 1').7 15.7 19.1 19.0 19.1 19.1 

速 200kgfイτifl]11 i帰り 15.7 15.4 15.1 15.6 19.1 19.;; 19.1 19.2 

200kgf左側f.f;Jり 15.7 15.6 1:;.7 15.7 19.1 19.2 19.1 19.1 

※，: -11、左側が水、l'以上にLH(I.5度の位凶)してから水ギ位間となる。

※ ー IJ 、 1-i側に傾いて (0 引交の伶 jí~l~ )、次に左側が水平以下に傾いた後(1度の位置)に水'1'位WI:となる。

表 4 ケージ傾斜 5度(右上げ)から水平回復までの矯正時間・矯正距離

方向 何 重 条 {午
矯.l.U時|日j(secl 九!i正距自在 (Cm)

11"1円 2阿11 3回目 平 均 I1日l目 2巨|凶

坑 5.l:I 5.1$ 6.0 :).9 130 130 
{丘 200kgf 均 生-、~ 6.9 6.8 6.5 6.7 140 140 

」二
速 200k耳f;{.j if!ll Ihiiり 3.3 :l.O 3.0 3.1 60 60 

200kgf左 fHlIif.，iり 6.5 6.9 6.6 6.7 l:l5 l:l5 

空 4.2 3.9 4.0 4.0 135 125 

!fI. 日 200kd 均 A廿在 8.3 7.:' 7.7 7.7 210 180 

.iA 200kgf ;(-i側仙'1り 28.2 26.9 27.6 27.6 780 725 

200kgf左仰'1i漏 り :J.3 5.6 5.3 5.4 145 145 

4クAUJ与 8.1 8.1 日l 8.1 180 180 
低 200kgf 均 ミ平 8.8 8.2 8.8 1$.6 180 165 

下
速 200kgf右 側偏 り 内，6 9.1 8.4 8.7 155 165 

200kgf左側 面lIiり 7.8 7.8 7.9 7.8 160 155 

」ツUー・ 5.5 5.5 5.5 :L;] 190 190 

I¥if. 200kgf 均 信寸在 7.0 7.2 6.9 7.0 225 22:; 

速 200kgf 右側 j~ ，ii り 6，4 6，5 7.3 6，7 210 205 

200kgf J:，ニ但IIj漏り 6.4 6.9 6.7 6.7 195 205 

※3 • ー且、左側が水平以上にじ舛 (4度の位悩)してから水平位出tとなる。

※， : -J~I 、左側が水平以上によ界 (J7皮の位凶)してから水平位i泣となる。

※じさらに布(8度の悦ti/l~ まで)に傾いてから水、ド佼~~となる。

(88) 

3回日平均

125 128 

140 140 

55 58 

130 133 

125 128 

200 197 

750 752 

140 143 

180 180 

180 175 

160 160 

160 158 

180 187 

210 220 

215 210 

210 203 

備考

※3 

※4 

※5 



表5 ケージ傾斜5度(左上げ)から水平回復までの矯正時間・矯正距離

矯正時間 (sec) 矯:iE距離 (Cm)
方向 荷 条 {牛

1 el目 2回目 3回目 平均 l回目 2 [，日ITI 3 IEI同 平均
備考

」世Iコ二 6.7 6.5 6.7 6.6 130 125 130 128 

1ft 200kgf 均 ，、vw3.j 7.6 7.3 7.4 7.4 140 140 135 138 

同ヒ 速 200kgf右側偏り 16.8 17.3 17 .1 li .1 300 300 305 302 

200ほf左側偏り 6.9 6.6 6.4 6.6 125 ll:i 120 120 

ワー也じ 5.8 5.3 5.7 5.6 li5 160 165 167 

昇
守t‘ヨト:j 200kgf 均 等 9.7 9.9 9.7 9.8 255 270 260 262 ※6 

速 200kgf才7倶Ijiffijり 25.6 25.5 25.4 25 ;) 710 fi9:) 69ユ 70(} 

200kgf左側偏り 6.0 6.2 6.3 6.L 160 160 160 l(jO 

CAE j 8.3 9.2 8.9 8.8 180 180 180 ltlO 
低 200kgf 均 等 6.5 7.1 6.9 6.8 130 135 130 132 

下 速 200kgf右側側り 6.8 6.5 6.7 0.7 135 llO 120 122 

200kgf左側側り 6.3 6.0 6.0 6.1 115 105 105 108 

ク二工"ニ 4.8 4.9 4.9 4.9 150 [50 155 152 

降 I"J 200kgf 均 等 5.0 5.4 5.6 5.3 140 150 150 147 

速 200kgf右側偏り 5.4 4.9 5.2 5.2 145 135 140 140 

200kgf左側偏り 4.9 4.8 125 125 120 123 

※さらに左 (7.5度の位向まで)に傾いてから水平位前 となる。

エ 各穏l安全装置等の作動状況

自動傾斜矯正装置、上限過巻防止装間、同

時操作防止装問、漁;屯遮断器、非常停止装ii'r~ 、

障害物感知装世 は正常に作動し、回転防止

ノfーは目的とする機能を有した。

オ 手動昇降尖置のハ ンドルを10回転3せたと

きの移動距離

表 6に示すとおり である。

カ 付帯装置等の作動状況

通話装的、~1l源取出口、風速i汁ともに正常

に作動した。

キ 灯火類の作動状況

赤色智光灯、認識灯、足元灯、照明灯とも

に正常に作動した。

(7)考察

ア 重縁測定結巣、 吊り元等の異常の有無、 各

種安全災前・付帯;装間 ・灯火類の作動状況句、

正常に機能しており、 ゴン ドラとしての拡本

性能は満足している。

イ 水平位置における昇降速度については、そ

れぞれの昇降パター ンにおいて、荷:fEを掛け

たことによる上昇時の速度の減少、及び下|毎

時の速度の増加がn.fながらみ られたものの、

ゴンドラの水平位前における基本的界|峰性能

に彬料を及ぼすものでなく、荷重の有無、荷

(89) 

!T¥の偏りによ る影特は';kj"f的に無いものと考

えられる。

なお、低速の昇 降速度は概ね11~12m/n

min、高速の界|海辿度は概ね17~19m/mj で

あった。

表6 手動昇降装置のハンドルを10回転させたと

きの移動距離

ハンドル 方向
移動距離 ハンドル l回転当

(CI11) りの移動距離(cm)

t昇 14.5 1.45 
右

下降 14.5 1. 45 

上昇 14.5 1.45 
左

下|峰 14.5 1. 45 

それぞれ 3[ii]ずつ測定した結果、すべて同じ数値。

ウ ケ←ジを傾けて上昇させた場合 における

※3..1.6てるの調IJ主計i巣、及び「ケージ左上げ傾

斜・右側何世・上57foj速」における十刃J侍の

著 しい挙動変化や矯i正時間等のWl大は、キャ

プタイヤケー フ.ルの荷重がケージの上昇に影

併合及ぼしたものか、あるいは右側ワイ ン

ダーの在卜げ能力が限界近 くにあることを示

すものと考えられる。

エ ケージを傾けて下降させたときの荷重の有



無、何可[の偏りによる不動変化や矯正時間等

には、下|毎パターンの違いにより測定仰に多

少のばらつきがみられたが、その範囲は危険

性や恐怖心を抱くほどのものではない。

「ケージ右上げ傾斜・下|丸山J速」では何重

を掛けたときに矯正時間・矯正距離ともに若

干の増加傾向がみられ、「ケージ左上げ傾斜・

下降低迷」ではよ，'-1-の減少傾向がみられたが、

総じて荷重の変化による方向性を見出すまで

には至らなかった。

オ 前(7)ウ、エを踏まえ、今後の課題として、

左右のワインダ一個々の昇降能力のぎを特定

し、かつ、キャプタイヤケープルがケージの

昇降性能に及ぼす影仰をさらに検証する必要

があると考えられる。

また、運用開始後のケージ昇降時において

は、キャプタイヤケープルを短尺ケープル等

を活用してケージ為j~IJから地上に雫らす方策

や、荷'llをケージに均等に掛けるため、消防

隊員がケージの中心に乗る ような使用上の注

意事項を明らかにすることが必嬰と考えられ

る。

カ 手助界|準装ii ，tI~ の移動距離は前(6)オに示すと

おりであり、ハンドルの1"1転半作内に隣害物

等もなく、操作谷・易である。

4 おわりに

消防用ゴンドラは、ビルメンテナンスに用いら

れるゴンドラに代表されるように、構造的にも堅

牢であり、各種安全装山の装備や、昭和61年の「ゴ

ンドラ定期自主検fi指針」の公示に伴う 質の向上

から、安会性の高い機材として認E識されていると

ころであるが、消防隊員が消防活動の中で使用す

る資機材としての位iftづけにおていては、使用上

の安全~;理マニュアルを権力a し、安全側に則した

使用基準を策定し、それに基づいた消防活動を行

うことが使用上の最大の要件となる。

消防分野におりるがi防用ゴンドラの活用は、社

会情勢等からも 、その有益性が期待されていると

ころであり、本機は、豊島消防署に配置され、実

災害に活躍し、また消防行政効果の向上に大きく

貢献するもの と確信している。

建物の高層化、大規模化が一同進んでゆく中で、

消防用ゴンド ラ等の新しい消防資機材の開発がさ

(90) 

らに進められ、高Jcjビル災害の中心的担い手とし

て充実・強化が図られることを望んでやまない。
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